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【研究の背景】

認知症のひとつである前頭側頭型認知症（Frontotemporal dementia：FTD）は、他の認知症に比べ 65 歳未満の若年層で

の発症割合が高く、前頭葉および側頭葉の萎縮・変性による認知機能障害のほか、顕著な人格変化や行動異常を呈す。

FTD患者の一部は家族性に発症し、FTD患者家系を対象とした研究により、発症に関わる複数の原因遺伝子が同定されて

いるが、未だ発症メカニズムに不明な点が多く、根本的な治療法や治療薬も確立されていない。 

2014 年に新たな FTD 原因遺伝子として同定された CHCHD10 は、ミトコンドリアに局在し、クリステ形成や ATP の産生な

ど様々なミトコンドリアの機能制御に関与する 1－3）。これまでに、FTD 発症に関わる複数の CHCHD10 遺伝子変異が同定さ

れ 4）、遺伝子変異による分子機能低下に伴ったミトコンドリア機能異常がFTD発症に関わると考えられていたが、CHCHD10

遺伝子破壊マウスでは FTD 様症状は認められず 5）、これまでの発症仮説とは異なるメカニズムによって発症する可能性が

示唆されつつあった。最近、FTD発症に関わるCHCHD10変異体を発現させたノックインマウスやトランスジェニックマウスに

おいてミトコンドリアの機能異常に起因する運動障害や心筋症が認められるなど 6，7）、遺伝子変異による細胞毒性の獲得を

示唆する知見が報告されつつあるが、神経細胞死メカニズムは未だよくわかっていない。 

 

【目 的】

我々はすでに、培養細胞を用いた解析から CHCHD10 が遺伝子変異によって細胞毒性を獲得することを明らかにしてい

るが、その分子メカニズムは不明な点が多い。本研究では、CHCHD10 遺伝子変異による神経細胞死および FTD 発症の詳

細な分子メカニズムを明らかにし、FTD治療薬および治療法の確立を目指す。 

 

【方 法】

プロテオミクス解析により、FTD発症に関わる CHCHD10 変異体に結合する分子を探索し、CHCHD10 遺伝子変異による

神経細胞死に関わる制御因子の同定を試みた。さらに、同定した関連因子に対する CHCHD10 の作用について、そのメカ

ニズム解析を行った。 

 

【結 果】

プロテオミクス解析の結果、50 以上の CHCHD10 結合分子候補が得られた。これら候補分子について、細胞ライセートを

用いて共免疫沈降による検証を行ったところ、複数の細胞死制御関連因子が CHCHD10 に結合することが明らかとなった。

また、興味深いことにFTD発症に関わるCHCHD10変異体では、野生型に比べこれらの因子との結合が増強する傾向が認

められた。さらに、CHCHD10 との結合に必要な細胞死制御因子内の結合ドメインを明らかにした。 
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【考 察】

複数の細胞死制御関連因子が CHCHD10 に結合し、さらに FTD 発症に関わる CHCHD10 変異体では野生型に比べこ

れらの因子との結合が増強することから、CHCHD10 変異体はこれらの制御因子を介して神経細胞死を誘導する可能性が

考えられた。また、CHCHD10 との結合に必要な細胞死制御因子内の結合ドメインの同定により、この結合ドメインに作用す

る化合物を探索することで、FTD治療薬として有効な薬物の確立が可能になるものと考えられる。 

 

【臨床的意義・臨床への貢献度】

現在、FTD の発症メカニズムには不明な点が多く残されており、根本的治療薬の確立には至っていない。このため、本研

究成果は FTD の発症メカニズム解明と治療薬の確立への一助になるものと考える。また、ミトコンドリアの機能異常は、心筋

症や細胞のがん化など様々な疾患の発症および病態に関わることが報告されており、本研究成果は認知症のみならず、多

様な疾患への発展性を有すると考えている。 
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